
畿
ム
嘲
鑢
醸
ん
轟ム
赳
え
て

延
喜
式
内
林
神
社
の
歳
量
攘

三
十

彙
ン
ほ
ど

の
積
雪

の
中
、

寅
年
の

歳
旦
祭

が
午
前

五
時
よ

り
、
延

喜
式
内

林
神
社

に
於
い

て
厳
粛

に
齋
行

さ
れ
ま
し
た
。

神
職
の
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
、
開
田
美
保
さ
ん

分
さ
ん

と

、
林
ひ
と
み
さ
ん
翁
造
さ
ん
と

、
齋
藤
奈
緒
さ
ん
曾
圭李

さ
ん
と

、
林
亜
佑
美
さ
ん
秩
一一一子
さ
ん
と

の
四
人
に
、
林
蒼

葉
さ
ん

貪
矩
さ
ん
と

、
八
田
萌
絵
さ
ん

（正
美
さ
ん
と

ら
二

人
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
た
六
人
の
巫
女
さ
ん
た

ち
に
よ
っ
て
浦
安
の
舞
が
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
開
田
環

美
さ
ん
餞
秋
さ
ん
ι

、
堀
尾
朱
美
さ
ん
算
志
子
さ
ん
ι

ら

先
輩
格
の
巫
女
さ
ん
方
も
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
自
寿
、
喜
寿
、
古
希
、
還
暦
、
初
老
、

厄
年
を
迎
え
た
方

々
三
十

人
余
り
が
参
列
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て

玉
串
を
奉
霙
さ
れ
ま
し

た
。
　

ご
芳
名
は
以
下

の

通
り
で
す
。

二
十
五
畿
鷹
繊
椰

ユ朴
柘
望
大
さ
ん
”杯

一指
二貝
さ
ん

林
周
作
さ
ん

林
延
行
さ
ん

林
卓
見
さ
ん

二
十
二
歳
厄
祓
掛

武
部

幸
恵
さ
ん

齋
藤

幸
代
さ
ん

四
十
二
歳
厄
職
い

林
　
俊
克
さ
ん

八
田
裕

一
さ
ん

八
田
有
洋
さ
ん

林
　
義
人
さ
ん

鸞眠
　
暦

林
］

ユ早
夫
さ
ん

高
畠
　
清
さ
ん

林
　
廣
幸
さ
ん

古
　
希

林
　
利
和
さ
ん

林
　
茂
之
さ
ん

林
　
鐵
史
さ
ん

八
田
　
嵩
さ
ん

八
日
了

一
さ
ん

林
　
和
紘
さ
ん

林
　
勝
正
さ
ん

林
　
孝
行
さ
ん

八
田
義
孝
さ
ん

林
　
時
子
さ
ん

高
畠
孝
子
さ
ん

武
部
啓
子
さ
ん

八
日
キ
ミ
エ
さ
ん

彙番
　
寿

な
．
濾

一
由

メ噛
一

開
田
資
治
さ
ん

林
　
　
博
さ
ん

武
部
則
行
さ
ん

島
　
照
子
さ
ん

白
　
寿

八
日
静
香
さ
ん
高
畠
信
子
さ
ん

八
田
美
智
子
さ
ん

書
き
初
め

天
高
く

公
文
名
で

伝
続
行
事
左
義
長

そ
の
昔
、
宮
中
で
青
竹

を
束
ね
て
立
て
毬
杖
三
本

を
結
び
、
そ
の
上
に
扇
子

や
短
冊
な
ど
を
添
え
、
正

月
の
縁
起
物
を
焼
い
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
る
日

本
古
来
の
伝
統
行
事
左
義

長
が
、
今
年
も
公
文
名
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
来
は
小
正
月

（正

開
田
玉
子
さ
ん

林
礼
子
さ
ん

林
み
さ
ゑ
さ
ん

メτ
静
の
う
た

長
曖
ξ
九
川
り
に
ｔ
マ
子
の
費
験

林
　
春
月
子

月
十
五
日
）
に
行
わ
れ
る
も
の
で

式
前
後
の
連
体
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
は
十

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
会
役
員
を
中
心
に
早

く
か
ら
藁
、
廃
材
、
孟
宗

竹
な
ど
の
材
料
を
集
め
櫓

に
く
み
上
げ
た
左
義
長

に
、
夕
刻
五
時
半
過
ぎ
火

が
入
れ
ら
れ
、
子
供
達
が

書
道
の
上
達
を
願

っ
て
、
火

中
に
投
じ
た
書
き
初
め
が
天

高
く
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

左
義
長
の
火
で
焼
い
た
餅
を

食
べ
る
と
そ
の
年
の
病
を

除
く
と
言
わ
れ
て
い
て
、

会
員
の
慶
弔

弔
事林

　
み
さ
ゑ

様

一
月
十
七
日
死
去

享
年
数
え
年
九
十
九
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

当
日
も
参
加
者
が
餅
や
芋

を
持
ち
寄
り
、
暖
を
取
り

な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
賞

味
し
て
い
ま
し
た
。

昔
に
比
べ
子
供
た
ち
の
少

な
い
の
が
、
い
さ
さ
か
物

足
り
な
く
思
わ
れ
ま
す
。

該
当
者
全
員

の
加
ス
を
目
指
し
て

今
年
度
は
Ｍ
鵜
選
十
年
財
周
胤
爾
か
ら
騒
繭
鷹
十

一

年
鶴
麗

中
国
の
Ｍ
鐘
饉
譲
れ
た
方
々
（小
学
機
躍
蒻
一』一十

二
簿
農
華
襲
畿
）が
光
寿
会
の
加
入
対
象
者
と
な
り
ま

す
。光

寿
会
は
伝
統
的
に
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
い
加
入

率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
同
士
の
連
帯
感
を
高
め
、
親
睦

・
福
祉

・
健
康
な
ど
を
増
進
す
る
た
め
、
該
当
す
る
方
々
全
員
に

加
入
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

般
老
連
高
齢
者
学
級
閉
講
式

・
記
念
講
演

講
師
　
散
居
村
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

砂
圏
　
龍
次
　
氏

二
月
九
日
午
後
二
時
　
般
若
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー



市
議
会
　
誓
願
を
採
択
せ
ず

「後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
」
講
願
書

全
日
本
年
金
者
組
合
砺
波
支
部
長
仙
道
孝
俊
名
で
、
前

回
の
市
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た

「後
期
高
齢
者
医
療

囲鞭ｍ到難会．珈麟動緋詢
％締瓢稽賭即ど醸
つ生赫

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
ぐ
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
七
十

五
歳
と
い
う
年
齢
だ
け
で
高
齢
者
を
別
の
制
度
に
囲
い

込
み
、

「自
己
責
任

・
自
助
努
力
」
と
い
う
美
辞
麗
句

の
も
と
、
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
、
保
険
料

が
上
が

っ
て
い
く
と
い
う
仕
組
み
の
よ
う
で
す
。

悲
惨
な
戦
争
を
生
き
抜
い
て
戦
後
の
日
本
の
再
建
に

貢
献
し
、
今
日
の
豊
か
な
日
本
を
作
り
上
げ
た
高
齢
者

世
代
が
、
よ
う
や
く
安
ら
か
に
人
生
の
終
章
を
迎
え
よ

う
と
す
る
時
期
に
な

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
素
直
に
納

得
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

民
生
病
院
委
員
会
に
お
い
て
は
、
市
当
局
よ
り
不
採

択
と
す
る
理
由
が
こ
ま
ご
ま
と
説
明
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
で
き
れ
ば
同
じ
説
明
を
後
期
高
齢
者
に
も
、
ぜ
ひ

直
接
に
語
り
か
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

男
女
と
も
八
十
四
歳

・

一鋤
齢
者̈
●
Ｅ
年

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
お

悔
や
み
欄
、
た
ぶ
ん
毎
日
ご
覧

の
こ
と
で
し
よ
う
。
市
町
村

別
、
性
別
、
年
齢
別
、
葬
儀
場

別
な
ど
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
て

み
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
の

一

ヶ
月
間
だ
け
で
す
が
、
統
計
学

的
に
は
全
体
を
推
し
量
る
に
十

分
な
サ
ン
プ
ル
数
な
の
で
、
県

の
自
然
死
の
お
お
よ
そ
の
傾
向

が
分
か
る
と
想
い
ま
す
。

死
亡
者
総
数
は
九
二
〇
人
、

市
町
村
別
の
最
多
は
富
山
市
の

三

一
〇
人
、
最
小
は
舟
橋
村
の

一
人
で
し
た
。
ち
な
み
に
砺
波

市
は
三
九
人
で
七
位
で
し
た
。

九
二
〇
人
の
う
ち
六
〇
歳
以

上
の
高
齢
の
死
亡
者
は
九

一
ギ

に
当
た
る
八
三
八
人
、
う
ち
男
が
四
四
二
人
、
女
が
三

九
六
人
で
し
た
。

一
日
平
均
の
死
亡
数
は
二
七
人
で
、
最
も
多
い
日
に

は
四

一
人
、
少
な
い
日
で
も
十
二
人
が
亡
く
な

っ
て
い

ま
す
。
年
齢
別
に
見
る
と
男
と
女
で
は
顕
著
な
違
い
が

見
ら
ま
す
。
グ
ラ
フ
で
分
か
る
よ
う
に
六
〇
代
、
七
〇

代
で
は
男
の
死
亡
が
多
い
の
に
対
し
て
、
女
は
八
〇
代

後
半
か
ら
九
〇
代
前
半
に
か
け
て
が
多
く
な

っ
て
い
ま

す
。
男
女
と
も
死
亡
の

ピ
ー
ク
は
八
四
歳
、
次

い
で
男
は
八
八
歳
、
女

で
は
八
九
歳
が
要
注
意

の
年
で
す
。
こ
の
デ
ー

タ
か
ら
、
高
齢
者
の
厄

年
は
男
女
と
も
八
四
歳

と
い
う
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。

ま
た
、
葬
儀
場
に
つ

い
て
み
ま
す
と
、
自

宅
、
公
民
館
、
寺
院
が

併
せ
て
十
件
ほ
ど
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は

民
間
の
葬
祭
場
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
葬
祭
場
別
で
は

一
番
多
か

っ
た
の
が
富

山
市
の
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
富
山
で
四
九
件
、
二
位
は
氷
見

市
の
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
ひ
み
で
四
四
件
、
続
い
て
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
富
山

ｏ
北

・
平
安
な
ど
オ
ー
ク
ス
関
係

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

砺
波
市
の
秋
桜
の
郷
は
十
六
件
で
十
四
位
、
祖
泉
会

堂
は
七
件
で
四
三
位
で
し
た
。

「
ブ
ル
ー
タ
ス
、
お
前
も
か
」

古
代
ロ
ー
マ
の
将
軍
ジ

ュ
リ
ア
ス

・
シ
ー
ザ
ー

（紀
元
前
こ
ｏ
年
頃

‐
紀
元
前
念
年
）
が
暗
殺
さ
れ

る
と
き
に
放
っ
た
最
後
の
言
葉
と
言
わ
れ
、
暗
殺
者

の
中
に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
ブ
ル
ー
タ
ス
の
姿
を
認
め
た
シ

ー
ザ
ー
の
失
意
と
絶
望
を
表
す
台
詞

書

り
う

と
し
て
有
名

な
言
葉
で
す
。
転
じ
て
、
信
頼
し
て
い
た
人
物
に
裏
切
ら
れ

た
こ
と
を
表
す
表
現
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
ま
す
。

多
く
の国
民が
、
金権
体
質
に蝕
６
しば）ま
れ
た自
民

競
融
婦
訛観胸御
を詢
切ぴ妙
卿
け″
は力
鉾鵬
じ
胸
醸姓

灘
狡献
デ
疑帥
獄娃
硝詢
に
敏婿
勅
∝防
』
鶴
萌離け
毒
雄

眈
睦瀬
Ｊ敗掛協
鎌を
相・崎ド
Ｎ「
激
∞
激
脇
・て灯
彩
∝鈎

を深
め
て
います
。

た馳
雌
峨醜
犠師訂泌
翻
彬
醐
続枝結
だ
麻破味
い
碗熱
れ

燎
Ъが
群
晰
融諏
牝朝
鶴
咄醸
つれ“畔神舞
い
離
瑚』眠
畦

民
の支持
を得
続
け
る
ことが
出来
る
のでし
よう
か。

す。

発女鵬・年齢留り死亡者数 □

1   38888888888」 にごNぶ ぶミごご8曽慇8毀 3888388888888888888

寅年の初めての

浮世亭。互いに賀
話を交わした後、新春お楽しみ大会が開催されまし
た。ジャンケンチャンピオンで気分をほぐしたあ
と、「おかめとひょっとこ」の福笑や風船割り競
争、そのあと新ゲームのビーン・ボーリングなどに

興じ、ビンゴと福引きで今年の運試しをしました。

午後の書写・朗誦の会では、「仏説阿弥陀経」の

読経をしたあと、お経の終わり近く、五濁悪世につ
いて述べた部分を書写しました。「仏説阿弥陀経」
の写経は来月で終了する予定です。書写・朗誦の会
は今後も続けたいと思います。取り上げたいものが
あれば、ぜひご意見をお聞かせ下さい。

い か る ぎ

〃 オ

2月 行 事 予 定 _

1日  光寿会定例役員会
9日  般老連 。高齢者学級閉講式

記念講演会 (一面に案内記事)

11日  頼成自治会総会
17日  らんじょ浮世亭
25日  光寿会新旧合同役員会

今年度峨光寿会定期総会は3潟 10
圏聞饉の予定です。


